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学位論文題名 

シアター・パフォーマンスの観光メディア論 

─中国における実景型／没入型パフォーマンスの事例─ 
 

 

本論文は、中国における観光用シアター・パフォーマンス（旅游演芸）、特に「実

景型」および「没入型」と呼ばれる演出形式に着目し、これを単なる娯楽や文化演

出としてではなく、「観光コミュニケーションを媒介する空間メディア」として理

論的に再定義しようとする意欲的な試みである。具体的には、旅游演芸の成立過程、

社会的機能、観光体験への影響を、学際的手法を用いて多角的に分析することで、

観光における情動・身体性・記憶・歴史意識の生成プロセスを明らかにしている。

その成果は、これまで未開拓であった、観光社会学を中心とした観光学、メディア

論、文化政策論・文化資源マネジメント論の接合領域に、新たな理論的枠組みを提

示するものであり、その学術的意義は高い。 

とりわけ本研究の最大の学術的貢献は以下の三点に集約される。すなわち、第一

に、中国における「空間メディア」としての旅游演芸について、その空間構造や演

出様式、制度的背景を歴史的に整理し、文化産業の発展と観光資源開発との関係性

を明示した点、第二に、そうした「空間メディア」が媒介するコミュニケーション

の様態と、そうしたコミュニケーションを通して演出側の意図と観光者側が受容す

る意味について、緻密な参与観察とヒアリング調査を通して把握し、観光者の情動・

記憶・歴史的共感の生成プロセスを実証的に解明した点、そして第三に、観光用パ

フォーマンスを空間メディアとして理論化することで、観光研究における従来のパ

フォーマンス論を更新し得る、新たな分析枠組みを提示した点、である。 



構成面でも、本論文は序章から終章まで一貫した問題意識と論理展開を有し、各

章が明確に機能している。第一章では観光アトラクション論とメディア論の統合的

枠組みを構築し、第二章以降では実際の旅游演芸事例を多角的に分析している。と

りわけ、第三章と第四章における実景型・没入型旅游演芸の歴史社会的発展プロセ

スの記述は、政策、制作、演出、観客といった各アクターの関係性を丁寧に描き出

しており、実証的な深みを備えている。 

さらに特筆すべきは、第五章において筆者自身が旅游演芸制作会社において実施

した約 4か月間の参与観察である。この実践的調査により、制度的支援を受けなが

ら量産される旅游演芸の「ブーム」の背後にある制作プロセス、企画意図、妥協と

創造のあいだの葛藤が具体的に明らかにされており、観光文化産業における現場知

の学術的翻訳に成功している。第六章・第七章では、観光客の体験に焦点を移し、

「没入型演出」が観光客の想像力・感情・歴史意識にどのような働きかけを行って

いるかを、フィクション論や感情論を援用しつつ明らかにしている。 

 一方で、口頭試問において指摘・質問がなされたように、本論文にはいくつかの

課題も見受けられる。第一に、「空間メディア」概念の汎用性に関する検討が限定

的な点である。本論文で得られた知見が、中国以外の国・地域へ適用可能であるか、

ミュージアムやテーマパークといった他の類型の施設に適用可能であるか、観光体

験を媒介するコミュニケーション構造の特性を踏まえた理論の、より一層の精緻化

が期待される。第二に、キーワードである「可能的様態」の解釈に若干の曖昧さが

残り、同概念の本研究への適用が説得力を欠く点である。この点については、旅游

演芸の潜在的な多様性と創造的展開との関係の面から、より慎重な議論が求められ

る。第三に、第六章における「フィクション的没入」や「準感情」の分析と、第七

章における「歴史的他者」「歴史的真摯さ」の議論との接続がやや不明確であり、

観光客の歴史への関与のあり方や、地域住民の長期的なナラティブ共有といった面

からの説明不足が否めない点である。そして、第四に、欧米のイマーシブ・シアタ

ーや観光パフォーマンス研究との比較検討、本論文で示された理論的概念群の統合、

終章で示されたモデル、について、より精緻な検討の余地が残されている点である。 

なおこれら指摘は、博士論文としての基本的要件を欠くような致命的欠陥として

指摘されたものではなく、本論文の成果を踏まえたうえで、今後の研究の発展可能

性を期待してなされたものであり、口頭試問においては学位申請者より、適切かつ

真摯な回答がなされた。 

以上、本論文は、対象の新規性、理論構築の独創性、フィールドワークを通じた

実証性、そして観光研究・メディア研究・文化資源研究の接合面に新たな地平を開

く学術貢献性を有し、博士学位申請論文として必要な要件を十分に満たしていると

判断される。よって、本審査委員会は、博士（観光学）の学位を授与するに相応し

いものと全会一致で認める。 

 

 

 


